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中間連結決算の概要

２００６年９月
中間期

６,７３８

３７９

３６８

２８８

連結損益計算書 （億円）

２００５年９月
中間期

営業収益

営業利益

経常利益

中間純利益

増 減 当社 鉄軌道運輸成績（２００６年９月中間期 対前年同期比）

輸 送 人 員 （増 減 率） 運 賃 収 入 （増 減 率）
定 期 ＋６,１５４千人 （＋２.１％） ＋７３１百万円 （＋２.７％）
定期外 ＋３,３９３千人 （＋１.７％） ＋５２５百万円 （＋１.５％）
合 計 ＋９,５４７千人 （＋１.９％） ＋１,２５６百万円 （＋２.０％）

６,８１３ -７４

４６７

３４２

９０

-８８

＋２６

＋１９８

--0-8伊豆貨物急送

--0-25日本貨物急送

-21-382+10-60TCﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｰｽﾞ

有利子負債総 資 産営業利益営業収益【除外】

除外による影響額 （億円）

２００６年９月

中間期

７２３

－１５５

－６８１

２６０

連結ＣＦ計算書 （億円）

２００５年９月
中間期

営業活動によるＣＦ

投資活動によるＣＦ

財務活動によるＣＦ

増 減

７２６ -３

-６５

－８２４

－９０

6.0円3.0円3.0円2007年3月期
5.0円2.5円2.5円2006年3月期

年 間期 末中間期末

配当状況
+１４３

現金及び現金同等物
期 末 残 高 ４９１ －２３１

３,３１７

１５,６０３

１８,９２１

２００６年９月

中間期

連結貸借対照表 （億円）

流動資産

固定資産

資産合計

対 前期末

－４２１

－８６９

１０,４０１

１５,８７９

(*) －

３,０４２

１８,９２１

２００６年９月
中間期

対 前期末

－１,２９１

有利子負債

負債合計

少数株主持分

純資産合計

－６６７

－１,２８５

－４６１

＋４５５

負債及び純資産合計

既存 －６４５

除外 －２１

(＊)2006年9月中間期の
少数株主持分は純資産
合計に含まれる。

－１,２９１

１４.６ ％自己資本比率 ＋１.８ Ｐ １



中期３か年経営計画 （ 業績推移 ）
（億円）

2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2006年5月15日時点 予想 中期経営計画
(2005年3月策定)

実　績 11/15 予想 対前年増減 対5/15予想 11/15 予想 対前年増減 対5/15予想 2007年3月期 2008年3月期 2008年3月期

営 業 収 益 13,885 13,800 -85 50 13,870 70 -10 13,750 13,880 15,200

営 業 利 益 856 794 -62 4 820 26 30 790 790 760

経 常 利 益 740 760 20 40 760 0 70 720 690 630

当期純利益 419 430 11 30 450 20 30 400 420 390

自 己 資 本 2,587 2,951 364 25 3,328 377 56 2,926 3,272 2,850
（* ＣＢ転換） (3,171) (584) (25) (3,548) (377) (56) (3,146) (3,492)

有利子負債 11,069 10,500 -569 -150 10,200 -300 -200 10,650 10,400 11,200
（* ＣＢ転換） (10,280) (-789) (-150) (9,980) (-300) (-200) (10,430) (10,180)

 東急EBITDA※ 1,573 1,597 24 70 1,581 -16 51 1,527 1,530 1,530

自己資本比率 12.8％ 15.2％ 2.4Ｐ 0.3Ｐ 17.0％ 1.8Ｐ 0.3Ｐ 14.9％ 16.7％ 13.2％
（* ＣＢ転換） (16.3％) (3.5Ｐ) (0.2Ｐ) (18.1％) (1.8Ｐ) (0.3Ｐ) (16.1％) (17.8％)

Ｄ／Ｅレシオ 4.3倍 3.6倍 -0.7 0.0 3.1倍 -0.5 -0.1 3.6倍 3.2倍 3.9倍
（* ＣＢ転換） (3.2倍) (-1.1) (-0.1) (2.8倍) (-0.4) (-0.1) (3.3倍) (2.9倍)

有 利 子 負 債／
東急EBITDA倍率 7.0倍 6.6倍 -0.4 -0.4 6.5倍 -0.1 -0.3 7.0倍 6.8倍 7.3倍

（* ＣＢ転換） (6.4倍) (-0.6) (-0.4) (6.3倍) (-0.1) (-0.4) (6.8倍) (6.7倍)

（*）2007年3月30日満期円建転換社債（2006年9月中間期末残高 220億円 転換価格 646円）が全て転換した場合の数値

※東急ＥＢＩＴＤＡ ＝ 営業利益 ＋ 減価償却費 ＋ のれん（連結調整勘定）償却額 ＋ 固定資産除却費
２



鉄軌道事業

実績 増減(%) 実績 増減(%) 実績 増減(%) 実績 増減(%) 実績 増減(%) 実績 増減(%) 実績 増減(%) 予想 増減(%)
合計 113,612 2.3 117,181 3.1 118,503 1.1 120,806 1.9 119,960 -0.7 122,076 1.8 62,706 2.0 124,339 1.9
定期 50,706 0.4 50,867 0.3 50,987 0.2 51,414 0.8 52,153 1.4 53,607 2.8 27,857 2.7 54,855 2.3
定期外 62,905 3.8 66,313 5.4 67,515 1.8 69,392 2.8 67,807 -2.3 68,469 1.0 34,849 1.5 69,484 1.5

合計 946,854 1.3 963,447 1.8 968,745 0.5 984,750 1.7 984,719 0.0 995,657 1.1 513,344 1.9 1,013,162 1.8
定期 571,715 -0.2 570,294 -0.2 569,089 -0.2 573,380 0.8 582,561 1.6 588,800 1.1 306,065 2.1 600,032 1.9
定期外 375,139 3.6 393,153 4.8 399,656 1.7 411,370 2.9 402,158 -2.2 406,857 1.2 207,279 1.7 413,130 1.5

線別輸送人員 東横線 381,444 -0.3 387,797 1.7 392,036 1.1 395,552 0.9 390,497 -1.3 392,163 0.4 201,235 1.4
目黒線 71,769 11.7 84,642 17.9 84,929 0.3 87,769 3.3 90,035 2.6 92,017 2.2 47,755 2.8

田園都市線 380,815 2.4 387,149 1.7 390,023 0.7 399,272 2.4 404,263 1.3 412,223 2.0 214,259 2.6
大井町線 116,360 1.2 118,007 1.4 119,383 1.2 125,402 5.0 128,963 2.8 131,396 1.9 68,557 3.5
池上線 75,699 0.1 75,734 0.0 75,654 -0.1 75,744 0.1 75,031 -0.9 75,266 0.3 38,729 2.2

多摩川線 49,510 1.3 48,403 -2.2 48,221 -0.4 48,735 1.1 49,601 1.8 50,281 1.4 25,757 1.5
合計 4,614 1.1 4,670 1.2 4,724 1.2 4,771 1.0 4,814 0.9 4,867 1.1
渋谷・山手エリア 1,216 0.8 1,224 0.7 1,232 0.7 1,240 0.6 1,246 0.5 1,260 1.2
田園都市エリア 1,552 1.9 1,582 1.9 1,609 1.7 1,630 1.3 1,648 1.1 1,667 1.2
東横エリア 886 0.9 899 1.5 910 1.2 922 1.3 932 1.1 942 1.1
池上・多摩川エリア 960 0.4 965 0.5 973 0.8 979 0.6 989 1.0 998 1.0

2006/09（中間） 2007/03（予想）2001/03 2002/03 2003/03年/月 2006/032005/032004/03

※住民基本台帳人口要覧（国土地理協会）を基に東急電鉄が作成

（百
万
円
）

運
賃
収
入

（
千
人
）

輸
送
人
員

（
千
人
）

沿
線
人
口
※

横浜

日吉

池上・多摩川エリア池上・多摩川エリア

田園都市エリア田園都市エリア

東横エリア東横エリア

地図 ： 国際航業㈱「町丁目字界地図データベース『PAREA-Town』」を基に東急総合研究所作成

渋谷・山手エリア渋谷・山手エリア 渋谷

たまプラーザ

港北ニュータウン

横浜市営地下鉄４号線
（ グリーンライン：２００７年開業予定 ）

2000年9月 目黒線相互直通運転開始

渋谷・山手エリア

田園都市エリア

東横エリア

池上・多摩川エリア

渋谷区、世田谷区、目黒区

川崎市高津区・宮前区、横浜市青葉区・都筑区
緑区、町田市、大和市

川崎市中原区、横浜市港北区・神奈川区・西区
中区

品川区、大田区

2004年1月 東横線横浜～桜木町廃止

2004年2月 横浜高速鉄道みなとみらい線開業2001年3月 東横線特急運転開始

2005年3月 運賃改定 2006年9月 目黒線急行運転開始

３



東急線と相鉄線との相互直通運転

JR東海道線

JR横須賀線

横浜

東京

新橋

品川

渋谷

大崎

目黒

JR山手線

東急目黒線

JR東海道貨物線

東急東横線

田園調布

相鉄本線

相鉄いずみ野線

湘南台

海老名

相鉄西谷駅付近～
ＪＲ横浜羽沢駅付近間連絡線

ＪＲ横浜羽沢駅付近～
東横線日吉駅付近間連絡線

二俣川

西谷駅付近

新横浜駅付近

綱島駅付近

横浜羽沢駅付近

日吉駅付近

新宿

■ 横浜市西部、神奈川県央部から東京都心へのアクセス向上

■ 東横線、目黒線から新幹線へのアクセス向上

■ 広域鉄道ネットワークによる地域の活性化

相鉄線 ⇔ 横浜羽沢駅
付近

日吉駅
付近

新横浜駅
付近⇔ ⇔ ⇔ 東横線⇔

西谷駅
付近

■ 運行区間

【 整備主体 】 鉄道建設・運輸施設整備支援機構 国及び地方自治体からの補助金（２／３）

【 営業主体 】 当社、相模鉄道 施設使用料を支払い営業を行う

■ 都市鉄道等利便増進法の概要

４



エリア戦略に基づく沿線拠点開発
東京

渋谷

横浜

元町･中華街

中央林間

日吉

目黒

多摩田園都市

横浜市営地下鉄３号線

（ブルーライン）

横浜市営地下鉄４号線
（ グリーンライン：
２００７年開業予定 ）

ＪＲ東海道線

ＪＲ山手線

地図 ： 国際航業㈱「町丁目字界地図データベース『PAREA-Town』」を基に東急総合研究所作成

東急線

みなとみらい線

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎◎ ◎

武蔵小山

旗の台

大岡山

武蔵小杉

◎
五反田

大井町

◇

◇

◇

◇

今後の開発 （敷地面積）
＜＜ 渋谷・山手エリア渋谷・山手エリア ＞＞

渋谷 ：・駅周辺開発

（文化街区、駅街区、東横線跡地街区）

＜＜ 田園都市エリア田園都市エリア ＞＞

青葉台 ：・駅上部人工地盤（3,500㎡）

＜＜ 東横エリア東横エリア ＞＞

武蔵小杉 ：・武蔵小杉駅南口地区市街地再開発

・駅上部人工地盤（3,000㎡）

横浜 ： ・駅周辺開発

＜＜ 池上・多摩川エリア池上・多摩川エリア ＞＞

武蔵小山 ：・駅地下化上部開発（4,500㎡）

大岡山 ： ・駅隣接地開発（9,500㎡）

旗の台 ： ・駅隣接地開発（4,000㎡）

長津田 ： 駅構内リニューアル
2006.3 第1期分 開業 (賃貸面積 644㎡ 5店舗)
2006.8 第2期分 開業 (賃貸面積 304㎡ 7店舗)

南町田 ： グランベリーモール

新棟 2006.3 開業

二子玉川 ： 二子玉川東地区

第一種市街地再開発

2006年度 着工

◎
青葉台

自由が丘 ： 車庫跡地開発(2,004㎡)
< トレインチ > 2006.10 開業
(賃貸面積 1,078㎡ 13店舗)

たまプラーザ ： 駅周辺開発

< たまプラーザ テラス >

2005.11 着工

５



リテール関連事業

小売業

利益

東急ﾓｰﾙｽﾞ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ

テナント 東京急行電鉄

テナント

歩合

賃料

原価

販管費

売上

固定

賃料

運営業

利益

連結

営業増益
沿
線
へ
の
消
費
移
入
と
刈
り
取
り

売益率アップ

ローコスト運営

小売業

利益

販管費

保有ｺｽﾄ

歩合

賃料

固定

賃料

小 売 商業施設運営 オーナー

東急百貨店

外部テナント

テナント鮮度

ＭＤ・リーシング
運営業

利益
オーナー

利益
立地特性

開発コンセプト

オーナー

利益

沿線小売機能拡充

商業施設
鉄道事業と不動産事業で

移入される沿線消費を

より効果的に刈り取り

連結営業利益を最大化

百貨店

東急ストアストア

ＴＯＫＹＵ ＳＨＯＰＰＩＮＧ

ＲＥＦＩＮＥ ＰＲＯＪＥＣＴ etcリテール関連事業推進会議
６



リテール関連事業
ＴＯＫＹＵ ＳＨＯＰＰＩＮＧ ＲＥＦＩＮＥ ＰＲＯＪＥＣＴ ～ 連携の事例 東急ストア ～

沿線への継続的な出店による

ドミナント化の推進
連携による店舗活性化

オーナー（東急電鉄）

【 改装投資 】

施設運営・小売（東急ストア）

【 リニューアル 】

オーナー（東急電鉄）

【 改装投資 】

施設運営（東急ストア）

【 リニューアル 】開発物件
への出店

出店スペースの確保

（400～600㎡）

エリア戦略 マーケット動向

東急ストア ドミナント戦略

・顧客との強固なロイヤリティの確立

・沿線基盤強化

再開発物件

・グループ

各社開発
との連携

～五反田店～

駅ビル機能として

新たに専門店街創出

Ｂ１～３階 ストア

４～８階 専門店

五反田店・自由が丘店 ２００８年春以降

あざみ野店 ２００７年春

プレッセ南町田店（グランベリーモール内）２００７年春

７

段階的に推進 施設運営（ＴＭＤ）

＆小売（東急ストア）

協業による【 施設改善 】

および【 リニューアル 】駅構内物件

・鉄道駅工事に伴う、

・小規模店舗

・効率的なオペレーション

ロードサイド物件

・グループ各社

開発部門との
情報共有

惣菜カテゴリー強化型
ニューショップの確立

店舗空白地帯の
掘り起し



東急ポイントカード

グループ各社カード
一体化により各種の割引優待制度を統一

東急百貨店

ＣｌｕｂＱポイント

ＴＯＰカード

東急

ポイントカード

「ＴＯＰ＆」

東急ストア

ポイントカード

東急ＴＯＰ

カード

ＴＯＫＹＵ

ポイント
ＪＡＬマイル

≪ ＪＡＬとの提携 ≫

ポイントとマイルの相互交換機能を付加

ＴＯＰ＆ＣｌｕｂＱ

ＪＭＢカード

ＪＡＬカード

ＴＯＰ＆ＣｌｕｂＱ

グループ外企業との連携を推進
ＩＣ乗車券「ＰＡＳＭＯ」と連携

２００７年３月 （予定）

「 ＴＯＰ＆ 」 目標発行枚数 沿線内２００万枚 （２００８年３月期）

（沿線３５万枚）

（沿線８万枚）

（沿線３４万枚）

発行枚数７５万枚

発行枚数９万枚

発行枚数６４万枚

２００６年４月１日 東急ポイントカード 「ＴＯＰ＆（トップアンド）」発行、グループ各社共通ポイントサービス開始

グループ全体で東急線沿線での利便性向上を促進し、顧客基盤を強化

ＴＯＫＹＵポイント

チャージサービス

ＴＯＫＹＵ

ポイント

ＰＡＳＭＯ

（電子マネー）

ＰＡＳＭＯ

オートチャージサービス

ＴＯＰ＆クレジットによる

ＰＡＳＭＯへの自動入金機能

１０年間の設備投資額

２０億円
（発行枚数：２００６年３月末現在）

８



ここに掲載されている情報のうち過去の歴史的事実以外のものは将来の見通しであり、

これらは現在入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づいております。

従って、実際の業績はこれらと異なる結果となる場合がありますことをご了承ください。

「 将来の見通しについて 」
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